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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月20日(2020.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ａは、以下：
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【化２】
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［式中、
　各Ｒ２は、－Ｃ１－４アルキル、－ハロＣ１－４アルキル、－ＣＮ、ハロ、－Ｃ（Ｏ）
ＣＨ３、ジュウテリウム、及び－ジュウテリオ－Ｃ１－４アルキルから独立に選択され、
ｐは、０、１又は２であり；
　Ｒ３は、－Ｃ１－４アルキル、－ハロＣ１－４アルキル、－ＣＮ、ハロ、ジュウテリウ
ム、及び－ジュウテリオ－Ｃ１－４アルキルから選択され；そして
　ｑは、０又は１である］
から選択され；
　Ｘは、－ＣＨ２－であり；
　Ｙは、置換及び非置換のＣ１－４アルキレン、Ｃ２－４アルケニレン及びＣ３－６シク
ロアルキレンから選択され、ここで、置換Ｃ１－４アルキレン、置換Ｃ２－４アルケニレ
ン及び置換Ｃ３－６シクロアルキレンは、ハロ、－Ｃ１－４アルキル、－ＯＨ及び－Ｃ３

－４シクロアルキルのうちの１個で置換されている、Ｃ１－４アルキレン、Ｃ２－４アル
ケニレン及びＣ３－６シクロアルキレンであり；
　Ｂは、以下：
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【化３】

［式中、
　ｒは、０、１及び２から独立に選択され、Ｒ４は、Ｃ１－４アルキル、ハロＣ１－４ア
ルキル、ハロゲン、－ＯＣＨＦ２、－ＣＮ、－ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＯＣＦ３、－Ｎ（
ＣＨ３）２、－ＯＣＨ３、－フェニル、
【化４】

から選択され；
　ｔは、０及び１から選択され、Ｒ５は、ハロゲンであり；そして
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　ｕは、０及び１から選択され、Ｒ６は、Ｃ１－４アルキル；及び
【化５】

から選択される］
から選択され；そして
　ｖは、０又は１である］
で示される化合物、又は薬学的に許容し得るその塩。
【請求項２】
　各Ｒ２が、ジュウテリウム、－ＣＨ３、－ＣＤ３、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、－ＣＮ、－Ｃｌ
、及びＦから独立に選択され；そして
　Ｒ３が、ジュウテリウム及び－ＣＮから選択される、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ａが、以下：
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【化６】
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から選択される、請求項１又は２のいずれか一項記載の化合物。
【請求項４】
　Ｙが、Ｆ、－ＣＨ３、－ＯＨ又は－シクロプロピルで置換されている、請求項１～３の
いずれか一項記載の化合物。
【請求項５】
　Ｙが、以下：
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【化７】

［式中、＊は、キラル中心であって、（ｉ）Ｒ立体配置若しくはＳ立体配置の、又は（ii
）複数の式（Ｉ）で示される化合物についてＲ及びＳ立体配置の混合物の、キラル中心を
意味する］
から選択される、請求項１～４のいずれか一項記載の化合物。
【請求項６】
　ハロＣ１－４アルキルが、－ＣＨＦ２及び－ＣＦ３から選択され；そしてＣ１－４アル
コキシが、－ＯＣＨ３である、請求項１～５のいずれか一項記載の化合物。
【請求項７】
　Ｂが、以下：
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【化８】
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から選択される、請求項１～６のいずれか一項記載の化合物。
【請求項８】
　以下：

【化９】
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から選択される化合物、又は薬学的に許容し得るその塩。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩、及び薬学的
に許容し得る担体、希釈剤又は賦形剤を含む、医薬組成物。
【請求項１０】
　内科治療において使用するための、請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学
的に許容し得るその塩。
【請求項１１】
　呼吸器障害を処置又は予防するための、請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は
薬学的に許容し得るその塩。
【請求項１２】
　呼吸器障害の処置用又は予防用の医薬を調製するための、請求項１～８のいずれか一項
記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩。
【請求項１３】
　哺乳動物における呼吸器障害を処置するための方法に用いられる医薬組成物であって、
請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩を含む医薬組成
物を哺乳動物に投与することを含む、方法に用いられる請求項１～８のいずれか一項記載
の化合物又は薬学的に許容し得るその塩を有効成分として含む医薬組成物。
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【請求項１４】
　ＴＲＰＡ１活性を調節するための、請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学
的に許容し得るその塩。
【請求項１５】
　ＴＲＰＡ１活性が介在する疾患又は症状を処置又は予防するための、請求項１～８のい
ずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩。
【請求項１６】
　疾患又は症状が、疼痛、掻痒、炎症性障害、内耳障害、発熱若しくは別の体温調節障害
、気管気管支の若しくは横隔膜の機能障害、胃腸の若しくは尿路の障害、慢性閉塞性肺疾
患、失禁、又はＣＮＳへの血流低下若しくはＣＮＳの低酸素症に関連する障害である、請
求項１５記載の化合物。
【請求項１７】
　疾患又は症状が、疼痛、関節炎、掻痒、咳、喘息、炎症性腸疾患、又は内耳障害である
、請求項１６記載の化合物。
【請求項１８】
　ＴＲＰＡ１活性が介在する疾患又は症状の処置用又は予防用の医薬を調製するための、
請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩の使用。
【請求項１９】
　疾患又は症状が、疼痛、掻痒、炎症性障害、内耳障害、発熱若しくは別の体温調節障害
、気管気管支の若しくは横隔膜の機能障害、胃腸の若しくは尿路の障害、慢性閉塞性肺疾
患、失禁、又はＣＮＳへの血流低下若しくはＣＮＳの低酸素症に関連する障害である、請
求項１８記載の使用。
【請求項２０】
　疾患又は症状が、疼痛、関節炎、掻痒、咳、喘息、炎症性腸疾患、又は内耳障害である
、請求項１９記載の使用。
【請求項２１】
　ＴＲＰＡ１活性を調節するための方法であって、ＴＲＰＡ１と請求項１～８のいずれか
一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩とを接触させることを含む、方法。
【請求項２２】
　哺乳動物におけるＴＲＰＡ１活性が介在する疾患又は症状を処置するための方法に用い
られる医薬組成物であって、請求項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容
し得るその塩を含む医薬組成物を哺乳動物に投与することを含む、方法に用いられる請求
項１～８のいずれか一項記載の化合物又は薬学的に許容し得るその塩を有効成分として含
む医薬組成物。
【請求項２３】
　疾患又は症状が、疼痛、掻痒、炎症性障害、内耳障害、発熱若しくは別の体温調節障害
、気管気管支の若しくは横隔膜の機能障害、胃腸の若しくは尿路の障害、慢性閉塞性肺疾
患、失禁、又はＣＮＳへの血流低下若しくはＣＮＳの低酸素症に関連する障害である、請
求項２２記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　疾患又は症状が、疼痛、関節炎、掻痒、咳、喘息、炎症性腸疾患、又は内耳障害である
、請求項２３記載の医薬組成物。
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